
は
じ
め
に

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
庁
舎
の
建
て
替
え

等
に
当
た
り
、
木
材
、
特
に
道
産
材
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
木
材
は
、
炭
素
の
貯
蔵
効
果

が
あ
り
加
工
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
少
な
い
ほ

か
、
調
湿
作
用
や
高
い
断
熱
性
に
加
え
、
目
に
与

え
る
刺
激
が
小
さ
く
心
地
よ
い
感
覚
を
も
た
ら
す

な
ど
優
れ
た
特
性
を
持
っ
た
素
材
で
す
。

今
回
は
、
令
和
６
年
２
月
に
完
成
し
た
森
林
技

術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
と
上
川
北
部
森
林
管
理
署
士

別
森
林
事
務
所
の
合
同
庁
舎
と
、
新
た
な
木
造
庁

舎
で
当
セ
ン
タ
ー
が
展
開
す
る
技
術
開
発
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

新
庁
舎
に
つ
い
て

（1）
新
庁
舎
の
概
要

・
所
在
地　
北
海
道
士
別
市

・
構
造　
木
造
平
屋
建

・
規
模　
延
面
積
3
5
7
㎡

・
木
材
利
用
量　
1
0
7
㎥（
う
ち
道
産
材
67
㎥
）

（
約
70
t
（
C
O
2
換
算
）の
炭
素
を
貯
蔵
）

道
産
材
を
活
用
し
た
新
庁
舎
と

技
術
開
発
の
取
組
に
つ
い
て

国有林野
事業の
取組

　森林技術・支援センターは、国有林における森
林・林業の技術開発と民有林への普及・支援の拠
点として、全国の森林管理局に１箇所ずつ設置され
た機関で、北海道森林管理局では、道北の士別市
に設置されました。
　森林技術・支援センターでは、地域の特性を踏
まえ定められた技術開発目標や民有林への普及を
念頭にした技術開発を各試験研究機関と連携して
取り組んでいます。また、民有林関係者の視察・
研修の受け入れなど技術開発成果の普及や技術の
支援を行っています。

センター
概要

北海道士別市東５条６丁目所在地

８３４万ha
うち森林面積 554万ha
うち国有林面積   304万ha
（森林面積に北方領土の面積は含まない。）

区域面積

１７９市町村
うち、１５０市町村に国有林は分布。

関係自治体

北
海
道
森
林
管
理
局
　
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

森林技術・支援センター（士別市）

北海道森林管理局

森林技術・支援センターと上川北部森林管理署士別森林事務所の合同庁舎

（2）
建
物
の
特
徴

〈
利
便
性
の
向
上
〉

・ 

来
庁
者
の
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
動
線

上
の
段
差
が
無
い
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
周
辺
環
境
と
の
調
和
〉

・ 
周
辺
の
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
と
調
和
す
る
よ
う

外
壁
の
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
を
選
択
し
ま
し
た
。

〈
環
境
負
荷
低
減
の
推
進
〉

・ 

玄
関
ホ
ー
ル
の
暖
房
用
と
し
て
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
採
用
し
、
間
伐
材
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

〈
気
候
特
性
へ
の
配
慮
〉

・ 

屋
根
の
張
り
出
し
を
大
き
く
し
て
雪せ
っ

庇ぴ

等
に
よ

る
外
壁
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
設
計
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
木
材
利
用
の
促
進
〉

・ 

外
壁
の
一
部
を
３
種
類
の
樹
種
を
貼
り
合
わ
せ

た
下
見
板
張
り
、
風
除
室
や
ホ
ー
ル
の
内
壁
を

羽
目
板
張
り
と
し
、
来
庁
者
が
木
の
温
も
り
を

感
じ
ら
れ
る
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

扉
の
一
部
を
木
製
建
具
と
す
る
と
と
も
に
、
庁

名
板
・ 

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い

て
い
ま
す
。
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バ
類
の
、
高
密
度
の
一
斉
林
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
衰
退
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
カ
ン
バ
類
を
健
全
な
森
林
に
誘
導
す
る
と
と

も
に
、
森
林
整
備
を
通
じ
て
発
生
し
た
木
材
を
安

定
供
給
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
よ
り
効
果
的
・

実
用
的
な
除
伐
作
業
技
術
の
確
立
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
若
齢
期
（
平
均
樹
高
８

ｍ
程
度
）
に
①
効
率
性
を
重
視
し
て
選
木
せ
ず
筋

状
に
除
伐
を
実
施
す
る
手
法
と
、
②
適
正
な
密
度

管
理
を
重
視
し
て
育
成
す
る
木
を
選
木
し
、
そ
れ

以
外
を
除
伐
す
る

手
法
の
試
験
区
を

設
定
し
、
胸
高
直

径
、
樹
高
、
樹
冠

長
率
、
形
状
比
な

ど
を
調
査
し
て
、

保
育
方
法
に
つ
い

て
検
証
を
行
っ
て

い
ま
す
。

（1）
広
葉
樹
資
源
の
持
続
的
な
育
成

　
北
海
道
の
広
葉
樹
林
で
は
、
林
床
に
サ
サ
が
密

生
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
後
継
樹
の
更
新
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
森
林
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
森
林
で
は
上
層
木
が
消
失
す
る
と
疎
林
化

し
、
自
然
回
復
に
は
長
い
期
間
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
回
復
の
た
め
に
行
う
苗
木

の
植
栽
は
、
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
天
然
力
を
活
用
し
た

更
新
補
助
作
業
技
術
で
あ
る
地
が
き
（
サ
サ
等
を

建
設
機
械
に
よ
り
表
土
と
と
も
に
剥
ぎ
取
る
作

業
）
等
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
が
き

に
よ
り
サ
サ
の
生
育
は
抑
制
さ
れ
、
北
海
道
夕
張

地
区
国
有
林
で
は
ア
サ
ダ
、
キ
ハ
ダ
、
ウ
ダ
イ
カ

ン
バ
な
ど
多
様
な

樹
種
の
天
然
更
新

が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
エ

ゾ
シ
カ
の
食
害
が

更
新
や
樹
高
成
長

に
与
え
る
影
響
が

大
き
い
た
め
、
引

き
続
き
、
食
害
対

策
も
含
め
た
検
証

を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

（2）
天
然
更
新
カ
ン
バ
類
の
効
果
的
な

　 
保
育
方
法

　
天
然
更
新
し
た
カ
ン
バ
類
の
保
育
方
法
に
つ
い

て
は
、
種
々
の
研
究
や
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
台
風
等
に
よ
る
風
倒
被
害
の
跡
地
に
カ
ン

お
わ
り
に

木
材
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
新
庁
舎
に
地
域
の
方
々

に
気
軽
に
訪
問
い
た
だ
き
、
木
材
利
用
を
通
じ
た

森
林
づ
く
り
や
、
豊
か
な
北
海
道
の
森
林
資
源
を

未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
の
森
林
の
特
性
に
応
じ
た
様
々
な
技
術

開
発
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ペレットストーブを設置した温かみのあるホール

林床にササが密生する広葉樹林

シラカンバの一斉林

外壁（トドマツ・エゾマツ・カラマツの下見板張り）

※「HOKKAIDO WOOD BUILDING」とは、道民に道産木材製品の魅力を広く発信し、認知度の向上を図るとともに、建築物
の木造化、木質化を推進することで道産木材製品の利用拡大に資することを目的とした北海道による登録制度です。

（3）「
H
O
K
K
A
I
D
O 

W
O
O
D 

　
B
U
I
L
D
I
N
G
」に
登
録

　

新
庁
舎
は
、
令
和
６
年
９
月
30
日
に
、
道

産
木
材
製
品
を
使
用
し
た
建
築
物
と
し
て

「
H
O
K
K
A
I
D
O 

W
O
O
D 

B
U
I
L
D
I
N
G
」※

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
森
林
管
理
局
の
建

築
物
と
し
て
初
め
て
の
登
録
で
あ
り
、
今
後
も
道

産
材
を
含
め
た
木
材
の
積
極
的
な
活
用
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

技
術
開
発
の
取
組

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
海
道
の
森
林
・
林
業
に

貢
献
す
る
た
め
、
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
・
省
力
化

等
の
観
点
か
ら
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
技
術
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る「
広
葉
樹
資
源
の
持
続
的
な
育
成
」、

「
天
然
更
新
カ
ン
バ
類
の
効
果
的
な
保
育
方
法
」に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

木製の登録証
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